2050 年横須賀谷戸計画 by 髙槻 友哉
2050 年横須賀谷戸計画
著者 ?槻 友哉
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 4
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11700
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要	 Vol.4(2015 年 3 月)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法政大学 
 
2050 年横須賀谷戸計画 
 
A PLAN FOR YOKOSUKA VALLEY,2050 
 
髙槻友哉 
 Tomoya TAKATSUKI 
主査	 網野禎昭	 	 	 副査	 富永譲・陣内秀信	  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
 
Yokosuka city was developed without the point of view of humanity. This project is intended to 
reconstruct urban structure of Yokosuka by existing factor and geographical features. It is possible that 
People can live a fulfilling life by living in not closed houses but city.  
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１．	 はじめに	 
 
日本の、総人口は 1 億 3000 万人と言われている。しか
し、人口減少により、2050 年には 9500 万人、2100 年に
は 4500 万人にまで減少すると言われている。これは 1910
年頃の総人口と一致すると言われている。また、人口減
少により、2060 年には空き家が現在の 55%まで増加する
等、様々な問題が発生することが予測されている。	 
	 しかし歴史的に見ると、この 100 年の爆発的な人口増
加というものこそが、むしろ特異な事柄であり、今現在
の密度というものを、むしろその土地にあった適正な値
に再設定し、失われていった人間の為の空間を創出して
いく必要がある。その際、均一化していった街を、その
場の本質的な要素や既存の要素と新たな要素を組み合わ
せる事で、そこにしかない魅力ある場所に再構成してい
く事が最も必要な事柄であると思える。	 
	 
２．	 論文概要	 
 
私が長い間親しんで来た街である「横須賀」。街を歩
き回ってみると、海に面し、起伏に富み、緑が入り交じ
り、環境としてみると、生活を送る上で非常に魅力のあ
る場所である。しかし、その地形が原因の１つとなり現
在人口減少率が全国一位という不名誉な称号を得てしま
っている。「横須賀」という街の 2050 年という点を扱い、
街を再構成していくことで、「横須賀」という場所にし
かない在り方を生み出し、人間の生活の営みの為の街を
作り上げる事を目的とする。 
 
３．	 横須賀の「谷戸」	 
 
（１）高齢化により問題が露になった谷戸	 
 
横須賀の人口減少の推移を見てみると、「谷戸」と呼
ばれる地域の人口減少が他の地域と比べて圧倒的に高い。
「谷戸」とはリアス式海岸のように谷が入り込む地形の事
を指し、戦後の人口増加の際に開拓された、比較的古く
からの住宅が建ち並ぶ地域である。その地域の人口が平
成 10 年付近を境に急激に減少している。これは高齢化の
推移と合致しており、高齢化により、「谷戸」の持つ問
題点が露になってきたように思える。 
 
 
図 1	 谷戸とその他の地域の人口推移の比較 
 
（２）「谷戸」の抱える問題 
 
高齢化により露になった谷戸における一番の問題点は、
その地形からくる「道」についてである。それは以下の
通りである。 
 
・	 「車道」が谷戸の台地にほとんど貫入せず、住宅に 
接しない 
・	 「車道」から垂直に伸びる「階段」を有する「歩道」 
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・	 上ると行き止まりになってしまっている「歩道」 
 
これらの「道」に対する問題は、車の住居への横付け
を拒否する。また消防等の活動を行うのが困難といった
防災上の問題も生む要因にもなっている。 
「谷戸」というものに注目すると、公共施設や商店と言
った本来生活をより豊かにするはずの施設が、生活の場
である谷戸から外れた場所に位置しているという事がわ
かる。これらの問題により、「車の所有」というものに
価値が高まる一方で、車を所有できない「谷戸」地域の
住民は高齢化とともにより生活を送る事が困難となる。
そして、人口減少が進む事で、「谷戸」地域内に多くの
「空き家」が発生し、負のサイクルが形成されている現状
となっている。また、公共施設に注目してみると、老朽
化により、建て替えの必要性が出てくる物が多く存在す
る。また、「老人憩いの家」のように、施設名を設定す
る事により、利用者が限定され、機能の重複にも関わら
ず、それぞれがそれぞれで閉鎖的な施設と化してしまっ
ている。 
 
４．	 設計概要	 
（１）対象範囲	 
今回の提案では横須賀中央駅から徒歩圏内であるにも
関わらず人口減少が進む地域である、上町、汐入町 3 丁
目、不入斗 1 丁目、4 丁目にまたがる地域を対象とする。
これらの地域は既存の町名では分割されているものの、
対象範囲を地形としてみると、１つのまとまりとしてと
らえる事の出来る範囲である。また実際に既存のバスの
路線図を見てみると、この地域が１つのまとまりとして
認識されており、バスのネットワークからも切り離され
ている。 
この地域の「車道」「歩道」「階段」と言った道に注
目すると、前章で述べた様な様相を呈し、多くの「空き
家」が発生している。また、同時に建て替えの必要があ
る公共施設を多数含んだ地域でもある。 
（２）設計趣旨	 
 
今回の提案では 2050 年という点を仮定して、横須賀の
街のあるエリアを再構成し、人間が生活を送る「集合し
た住まい」としての街の在り方を目指す。 2050 年という
点を取り上げるにあたり、今回の提案では既存の要素と
新たな要素をフラットに扱っていく。 既存の要素という
のは、街の骨格である。それは横須賀では既存の道であ
ったり、既存の住宅であったり、既存の建物の縦方向の
スケールである。これらの既存の要素は、横須賀の谷戸
における風景や生活の形成の核となる物である。これら
を手がかりに、起伏が激しく垂直方向の移動が主の横須
賀の＜谷戸＞において、水平的に広がる＜サークル＞状
の新たなネットワークを生成する。また、そのネットワ
ーク上に生活関わる様々な要素を住居と共に＜レイヤー
＞状に重ねあわせる事で、横須賀の街の中にもう１つの
街をつくりだす。これらにより＜家＞という閉じた１つ
の単位ではなく、街という単位の＜集合した住まい＞を
生成する。 
また、重層させる＜レイヤー＞としての新たな要素は、
新陳代謝をしていく都市の中において、絶対的な形態や
機能ではなく、それぞれの要素の在り方であると考え、
その在り方を設計する。このような形としての明確な完
成系を持たない、「在り方」としての街を提案する。 
（３）計画	 
a）＜サークル＞の生成 
	 階段を含まない部分の＜既存の道＞と＜コンターライ
ン＞と＜空き家＞という３つの要素を手がかりとし、段
階的に水平動線となる＜サークル＞を生成する。これに
より、計画地域全域に水平動線が貫き、小型の移動手段
を許容すると共にホースカーなどを用いた消化等の防災
機能も担う事で、１つの連続した街が生成される。 
b）＜交通＞のレイヤー 
＜サークル＞による水平動線は「歩道」と「車道」両方
を貫くため、それに対して、カーシェアリングポートと
もなる駐車場や、バスの様な公共交通を関連づけていく。 
c）＜ニワ＞のレイヤー 
	 ＜サークル＞上に人々の居場所となる＜ニワ＞を点在
させていく。＜ニワのレイヤー＞には２つのパターンを
与える。＜恒久的なニワ＞と暫定的な物である＜ツボニ
ワ＞である。 ＜恒久的＞なニワは防災領域において決定
される。そして、＜恒久的ニワ＞には住宅と防火水槽が
付与される。またそれは生活用水を兼ねる。それらを車
道に接しない住宅を内包するようにして配置が決定され
る。 ＜ツボニワ＞は「空き家」を解体する事で形成され
る。「空き家」の解体費に行政が補助金を出すとともに、
次の用途が決まっていなければ、寄付され緑地化する。
これにより、小さな緑地が街に点在し、密集よる延焼を
防ぐ事にもなる。＜サークル＞上に様々な機能の建物を
付随した＜ニワ＞が配される事で、＜サークル＞がひだ
状となり、単に通行する道としてではなく、シークエン
スを持った人々の居場所を内在するものとなる。 
 
図 2  ニワによりひだ状になったサークル 
d）＜公共施設＞のレイヤー 
	 現存する公共施設を＜サークル＞と積極的に連動させ
ていく事を考え、建て替えや改修を行っていく。その際
に公共施設として専門性を必要としないものと、必要と
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するもの二つに分類する。 専門性を必要とするものは、
ある分野の専門的な設備や備品を持ち、ある程度の面積
を要求されるものである。専門性を持つ公共施設は地形
的に4つに分割されている各エリアにそれぞれ配置する。
これらは各エリア毎にそれぞれの特色を与える。各エリ
アの特色は既存の施設や周辺の地形的な環境によって決
定される。またそれらは、既存の公共施設のように独立
し街の腫瘍になるのではなく、街に開かれ、その施設の
利用を目的としない一般の人々にも開放されるように、
配置計画を行う。 
	 専門性を持ち得ない機能を持つ施設は、機能の構成要
素の解体を行う。これらは生活の延長にある機能である
といえる為、集合住宅に付与させる事で、より生活に近
いレベルでそれらの使用が可能となる。また、集合住宅
は＜ニワ＞を取り巻くため、＜サークル＞上で活動が展
開される事となる。 
e）＜マーケット＞のレイヤー 
	 4 つのエリアにそれぞれに１つずつ生活日用品が取り
扱われる小規模な＜マーケット＞が置かれ、＜サークル
＞を用いた宅配サービスや移動販売の拠点となる。また、
＜マーケット＞には搬入のための＜車道＞が直接隣接す
る地点に配置される。小さな専門店は街に点在した集合
住宅などに分散する。 
 
f）＜住居＞のレイヤー 
	 新しく建てられる住居には様々な要素を与える。新た
な集合住宅とそれに付随する＜ニワ＞の在り方が、無秩
序に発展していった既存の住宅や周囲に新たに建てられ
る住宅の建ち方や在り方を決める座標軸となり、新たな
住宅の在り方が生成される。 
 住宅を形成する要素としては以下のものが挙げられる。 
1.ニワをとりまく事 ー 建ち方の４つのパターン 
2.防火水槽 ー 屋根の形態 
3.公共、共用機能を内包する事 ー エリア毎の特色 
4.２つのユニットタイプを持つ事 ー 様々な世帯を許容
する 
5.既存、一般の住宅との接続 ー サークルを中心とした住
宅の在り方 
これらを元に配置や形態が決定されていく。 
（４）＜地形＞による立体的なネットワークの形成	 
	 以上のようにして生成された＜サークル＞と＜レイヤ
ー＞を地形に合わせ重層させることで、立体的なネット
ワークが形成される。それぞれが互いに影響を与えあう
事で街が活気のあるものとして、再び人間ものに戻され
ていく事を期待する。 
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図 3	 地形により立体的に重層されたレイヤー 
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